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題

名 

RH850/E1x ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.20 に

対する正誤表 
情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

RH850/E1x-FCC1 

RH850/E1M-S 

RH850/E1L 

対象ロット等 

関連資料 下記関連資料参照 
－ 

1. 説明

RH850/E1x ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev1.20 に対する正誤表を示します。 

No.1～No.101 は前版(TN-RH8-B111C/J)で通知済みの項目です。 

No.102～No.107 は新規追加した項目です。 

【関連資料】 

シリーズ グループ 関連資料 Rev. 管理番号 
RH850 E1x-FCC1 RH850/E1x-FCC1 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 1.20 R01UH0416JJ0120 

RH850 E1M-S RH850/E1M-S ユーザーズマニュアル ハードウェア編 1.20 R01UH0466JJ0120 

RH850 E1L RH850/E1L ユーザーズマニュアル ハードウェア編 1.20 R01UH0468JJ0120 



RH850/E1xシリーズ　ユーザーズマニュアル Rev.1.20 正誤表
変更箇所を以下に示します。（誤：赤文字、正：青文字）

PDF頁(Rev.1.20)は代表製品E1x-FCC1を記載します。詳細は「同じ修正を適用するUM (Page)」欄を参照してください。

No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

E1x-FCC1 E1M-S E1L

1 全章 全章 - - レジスタ説明のビット配置図の複数ビット表記を表と一致するように
修正。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2 112 端子 2.1.4.6 端子単
位のレジスタ
(1) PCRn_m —
ポートコント
ロールレジスタ

～は保護解除シーケンスは不要です。

注意
＝＝＝
・「2.1.4.7　ポート設定のフロー例(2)　個別設定」に記載が
ある設定範囲内で、PCRn_m レジスタの複数ビットを一括設定
できます。

・PCRn_m設定範囲をまたいで一括設定を行った場合、意図しな
いレベルが、端子から出力される場合があります。
＝＝＝

～は保護解除シーケンスは不要です。

注意
＝＝＝
・「2.1.4.7　ポート設定のフロー例(2)　個別設定」に記載がある設
定範囲内で、PCRn_m レジスタの複数ビットを一括設定できます。

・PMn_m = 1 かつPMCn_m = 1の場合、入力イネーブルが有効となり、
端子がオープンや中間電位の場合、貫通電流が流れる可能性があるの
で、PUn_m/PDn_mの設定などを事前に行ってください。

・PCRn_m設定範囲をまたいで一括設定を行った場合、意図しないレベ
ルが、端子から出力される場合があります。
＝＝＝

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

112 98 95

3 236 CPUシステ
ム

（1） ICTAGL —
命令キャッシュ
タグLo アクセス

ビット位置｜ビット名｜機能｜R/W｜リセット後の値
9 ～ 6｜—｜（将来のための予約です。必ず0 を設定してくだ
さい）｜R｜0

ビット位置｜ビット名｜機能｜R/W｜リセット後の値
9 ～ 7｜—｜（将来のための予約です。必ず0 を設定してください）｜
R｜0
6 ｜—｜（将来のための予約です。必ず0 を設定してください）｜R｜
不定

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

236 201 188

4 239 CPUシステ
ム

（7） ICERR —
命令キャッシュ
エラー

ビット位置：31、ビット名：CISTWのリセット後の値
　0

ビット位置：31、ビット名：CISTWのリセット後の値
　不定

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

239 204 191

5 252 CPUシステ
ム

表3.67 IPGECRUM
レジスタの内容
VDビットの機能

該当する権限によるプログラムによる周辺装置保護違反を検出
するとセット（1）されます。セットされている場合、新たに
周辺装置保護違反を検出しても、本レジスタIPGECR 、および
IPGADR レジスタ を更新せず保持します。

該当する権限によるプログラムによる周辺装置保護違反を検出すると
セット（1）されます。新たに周辺装置保護違反を検出すると、本レジ
スタIPGECRUM、およびIPGADRUMレジスタを更新します。

説明変更

TECHNICAL
UPDATE
「TN-HR8-
B095A/J」及び
「TN-RH8-
B111C/J」にて
報告済。

252 217 204

6 266 CPUシステ
ム

表3.80 RH850G3K
コアの特長

表の下に記載なし PCU未使用時は、HALT命令等を使用のうえ、PCUを停止してください。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

266 231 218

7 英文のみ修
正

CPUシステ
ム

8 英文のみ修
正

CPUシステ
ム

9 英文のみ修
正

CPUシステ
ム

10 283 CPUシステ
ム

(t) PID — プロ
セッサ識別子
＠PCU
表3.105 PID レ
ジスタの内容
機能識別子

ビット23 ～ 11： 予約
ビット10：倍精度浮動小数点演算機能
ビット9：単精度浮動小数点演算機能
ビット8 ：メモリ保護機能（MPU）

ビット23 ～ 9： 予約
ビット8 ：メモリ保護機能（MPU）

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

283 248 235

11 英文のみ修
正

CPUシステ
ム

12 293 CPUシステ
ム

(d) MPBRGN —
MPU ベースリー
ジョン
＠PCU

ビット配置図
4→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－

　4～0　 MPBRGN

ビット配置図
3→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－

　3～0　 MPBRGN

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

節タイト
ルに誤記
があった
ため、
No.52にて
修正。

293 258 245

13 293 CPUシステ
ム

(e) MPTRGN —
MPU 終端リー
ジョン
＠PCU

ビット配置図
4→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－

　4～0　 MPTRGN

ビット配置図
3→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－

　3～0　 MPTRGN

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

節タイト
ルに誤記
があった
ため、
No.53にて
修正。

293 258 245

14 308 アドレス空
間

表4.1 アドレス
空間

(0001 7000H ～ 0001 7FFFH)｜（FCU ファーム領域（FCUFAREA
レジスタでMap を切り替え））注3

(0001 7000H ～ 0001 7FFFH)｜（FCU ファームウェア格納領域
（FCUFAREA レジスタでMap を切り替え））注3

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

308 273 260

15 330 割り込み 6.2.11 TIMER —
タイマインタラ
プトマスクイ
ネーブルレジス
タ

また、タイマD のサブブロック6 をA/D 変換器、DFE へのトリ
ガ出力としてのみ使用する場合は、IME0 ビットを“1” に設
定してください。

また、タイマD のサブブロック4をDMAトリガ要因としてのみ使用する
場合はIME2 ビットを、サブブロック6をA/D 変換器、DFE へのトリガ
出力としてのみ使用する場合はIME0 ビットを、“1” に設定してくだ
さい。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

330 295 -

16 英文のみ修
正

DMA

17 483 電源電圧モ
ニタ

表10.1 レジスタ
仕様

レジスタ名 　｜…｜アクセスサイズ｜
CVM 検出フラグレジスタ　  ｜…｜32｜
CVM 検出フラグクリアレジスタ  ｜…｜32｜
CVM 制御レジスタ　  ｜…｜32｜
上限電圧設定レジスタ　  ｜…｜32｜
下限電圧設定レジスタ　  ｜…｜32｜
検出信号フィルタ制御レジスタ  ｜…｜32｜

レジスタ名  ｜…｜アクセスサイズ｜アクセス保護｜
CVM 検出フラグレジスタ　  ｜…｜32｜　 　｜
CVM 検出フラグクリアレジスタ ｜…｜32｜　 　｜
CVM 制御レジスタ　  ｜…｜32｜  PROT0PHCMD  ｜
上限電圧設定レジスタ　 　｜…｜32｜　  ｜
下限電圧設定レジスタ　  ｜…｜32｜　  ｜
検出信号フィルタ制御レジスタ ｜…｜32｜　  ｜

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

483 447 432

18 493 クロックコ
ントローラ

11.1 特長 ・ リセット解除後の突入電流抑制のためソフトウェアによる
段階的なクロックアップが可能。
レジスタ設定にてCPU クロックおよび周辺クロックの分周比を
選択（1/4、1/2、1/1）。

・ リセット解除後の突入電流抑制のためソフトウェアによる段階的な
クロックギアアップが可能。
レジスタ設定にてCPU クロックおよび周辺クロックの分周比を選択
（1/4、1/2、1/1）し、クロックギアアップ。注1

注1. 本製品は、クロックギアアップシーケンスを実行後、周器0A/1A
の分周比が1/1（分周なし）の状態で使用してください。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

493 457 442

19 494 クロックコ
ントローラ

表11.1 クロック
一覧

クロック周波数

注3　なし

クロック周波数　注3

注3. 本製品は、クロックギアアップシーケンスを実行後、周器0A/1A
の分周比が1/1（分周なし）の状態で使用してください。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

494 458 443

20 510 クロックコ
ントローラ

11.5.1 分周機能
使用時の動作説
明

起動時の電流変動を抑えるため、下記手順にてクロック切り替
えを行ってください（「図11.3　クロックギアアップシーケン
スの例」を参照）。

起動時の電流変動を抑えるため、下記手順にてクロック切り替えを
行ってください。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

510 474 459

21 515 クロックコ
ントローラ

表11.16 レジス
タ仕様

＃アクセス保護の列なし

レジスタ名 　｜～｜アクセスサイズ｜
クロックコントロールレジスタ 　｜～｜ 8｜
CKC フラグレジスタ　 　｜～｜ 8｜
クロック選択レジスタ  ｜～｜ 8｜
BRGA0 コンペアレジスタ 　｜～｜ 8｜
CKC プロテクトコマンドレジスタ　  ｜～｜ 8｜
CKC プロテクトステータスレジスタ  ｜～｜ 8｜

レジスタ名　｜～｜アクセスサイズ｜アクセス保護　｜
クロックコントロールレジスタ 　｜～｜ 8｜  ACK0CKCPCMD｜
CKC フラグレジスタ　 　｜～｜ 8｜　 　｜
クロック選択レジスタ  ｜～｜ 8｜　 　｜
BRGA0 コンペアレジスタ 　｜～｜ 8｜　 　｜
CKC プロテクトコマンドレジスタ　｜～｜ 8｜　 　｜
CKC プロテクトステータスレジスタ｜～｜ 8｜　 　｜

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

515 479 464

22 694 RLIN2 15.3.3.15
RLN21nmLiDBRb
― LIN データ
バッファ b レジ
スタ

・ レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時、受信が中
断される前までのデータは格納されます。
これらのレジスタは、FTS ビットが“1”（フレーム送信／
ウェイクアップ送受信開始）のときに読み出さないでくださ
い。

・ レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時は、エラーを検出
したバイトまでのデータが格納されます。
これらのレジスタは、FTS ビットが“1”（フレーム送信／ウェイク
アップ送受信開始）のときに読み出さないでください。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

694 658 642

23 英文のみ修
正

RLIN2

24 英文のみ修
正

RS-CAN

25 英文のみ修
正

RS-CAN

26 英文のみ修
正

FlexRay

27 英文のみ修
正

FlexRay

同じ修正を適用するUM
(Page)
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RH850/E1xシリーズ　ユーザーズマニュアル Rev.1.20 正誤表
変更箇所を以下に示します。（誤：赤文字、正：青文字）

PDF頁(Rev.1.20)は代表製品E1x-FCC1を記載します。詳細は「同じ修正を適用するUM (Page)」欄を参照してください。

No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

E1x-FCC1 E1M-S E1L

同じ修正を適用するUM
(Page)

28 英文のみ修
正

RHSB

29 1408 ATU-Ⅳ 21.4.2.8 TIOR2A
— タイマI/O コ
ントロールレジ
スタ2A
(1) NCKGA0 ～ 6
— ノイズキャン
セルクロックセ
レクトG A0 ～ 6

ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTGA0 ～ 6）のカウン
トソースクロックを選択します。

ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTA0 ～ 6）のカウントソース
クロックを選択します。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

E1Lのch数
が異なる
ため、
No.61にて
追記。

1408 1372 1062

30 1416 ATU-Ⅳ 表21.23 TILRA
レジスタの内容

ビット位置 ｜　ビット名
　6 ～ 0 　｜　TIALx

ビット位置 ｜　ビット名
　6 ～ 0 　｜　TIAL0x

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1416 1380 1070

31 1422,etc ATU-Ⅳ 21.4.3 詳細動作
説明
21.4.3.1 ノイズ
キャンセル動作

～ 後続エッジキャンセルモードでは、ノイズキャンセルカウ
ンタAx（NCRAx）は入力信号のレベル変化をトリガとしてカウ
ント動作を開始します。また、カウント開始と同時に、入力信
号のレベル変化をノイズキャンセル処理後の信号として出力し
ます。～

(3か所修正)
ノイズキャンセルカウンタAx（NCRAx）

→ ノイズキャンセルカウンタAx（NCNTAx）
誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1422,
1423

1386,
1387

1076,
1077

32 英文のみ修
正

ATU-Ⅳ

33 1641 ATU-Ⅳ 表21.117 TCR2Fx
レジスタの内容

ビット位置｜　ビット名
　7 ～ 5  ｜　EISELEFx

ビット位置｜　ビット名
　7  ｜　EISELEFx

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1641 1605 1295

34 1689 ATU-Ⅳ 表21.141 TCRGx
レジスタの内容

ビット位置｜　ビット名
　6、5 　｜　CKSELGx[2:0]

ビット位置｜　ビット名
　6 ～ 4 　｜　CKSELGx[2:0]

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1689 1653 1343

35 1960 TSG2 図23.15 割り込
み発生例（1/2）
（HT-PWM モード
の例）

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

修正内容
に不足が
あったた
め、No.62
にて追
記。

1960 1924 1614

36 2073 TAPA 24.2.1 レジスタ
の概要

レジスタ名｜機能｜R/W｜
TAPAnACTS｜TAPAn 非同期制御スタートトリガレジスタ｜W
TAPAnACTT｜TAPAn 非同期制御ストップトリガレジスタ｜W
TAPAnOPHS｜TAPAn Hi-Z スタートトリガレジスタ｜W
TAPAnOPHT｜TAPAn Hi-Z ストップトリガレジスタ｜W

レジスタ名｜機能｜R/W｜
TAPAnACTS｜TAPAn 非同期制御スタートトリガレジスタ｜R/W
TAPAnACTT｜TAPAn 非同期制御ストップトリガレジスタ｜R/W
TAPAnOPHS｜TAPAn Hi-Z スタートトリガレジスタ｜R/W
TAPAnOPHT｜TAPAn Hi-Z ストップトリガレジスタ｜R/W

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2073 2037 1727

37 2109 PIC 表25.19
PIC2DSADTEN1n0
レジスタの内容

(E1Lの場合、表
25.18)

ビット位置  ｜ ビット名
　15　 　｜ PIC2DSADTEN1n115
　14　 　｜ PIC2DSADTEN1n114
　13　 　｜ PIC2DSADTEN1n113
　12　 　｜ PIC2DSADTEN1n112
　11　 　｜ PIC2DSADTEN1n111
　10　 　｜ PIC2DSADTEN1n110

 9　 　｜ PIC2DSADTEN1n109
 8　 　｜ PIC2DSADTEN1n108

ビット位置  ｜ ビット名
　15　 　｜ PIC2DSADTEN1n015
　14　 　｜ PIC2DSADTEN1n014
　13　 　｜ PIC2DSADTEN1n013
　12　 　｜ PIC2DSADTEN1n012
　11　 　｜ PIC2DSADTEN1n011
　10　 　｜ PIC2DSADTEN1n010

 9　 　｜ PIC2DSADTEN1n09
 8　 　｜ PIC2DSADTEN1n08

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2109 2073 1759

38 2194 ADCB 表26.45 レジス
タアドレス一覧

備考　m = 0、1　n = 0 ～ 39

E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 0 ～ 35、m = 1 の場合：n = 0 ～ 31

備考　m = 0、1　n = 00 ～ 39

E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 00 ～ 35、m = 1 の場合：n = 00 ～ 31

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2194 2158 1842

39 2195 ADCB 26.10.4.1 FDRmn
— 浮動小数点
データレジスタ
mn

備考
m = 0、1　n = 0 ～ 39

E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 0 ～ 35、m = 1 の場合：n = 0 ～ 31

備考
m = 0、1　n = 00 ～ 39

E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 00 ～ 35、m = 1 の場合：n = 00 ～ 31

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2195 2159 1843

40 2339 セーフティ 表29.18
DFECCCTL レジス
タの内容

ビット位置　｜　ビット名
　15　  ｜ 　PROT[1:0]

ビット位置　｜　ビット名
　15、14　｜ 　PROT[1:0]

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2339 2303 1987

41 2351 セーフティ 表29.32
LRTDATBFn_PE1
レジスタの内容

ビット位置｜ビット名
　24～16　｜LRTDATBF

 8～ 0  ｜LRTDATBF

ビット位置｜ビット名
　24～16　｜LRTDATBF(2n+1)

 8～ 0  ｜LRTDATBF(2n) 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2351 2315 1999

42 英文のみ修
正

ECM

43 英文のみ修
正

ECM

44 英文のみ修
正

フラッシュ
メモリ

45 2572 フラッシュ
メモリ

33.9.3.1
PRDNAMEn, n = 1
～ 4 — 製品名格
納レジスタ

表33.15 製品情
報関連のレジス
タ一覧

Bit Name
PRDNAME[31:0] PRDNAMEn[31:0]

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2572 2536 2205

46 英文のみ修
正

電気的特性

47 2649 電気的特性 表37.37 ADC 変
換器特性

(製品によって、
表番号は異なり
ます。)

A/D 変換時間（fOP = 20MHz、40MHz） A/D 変換時間

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2649 2611 2276

48 2871,etc 付録_外形
寸法図

付録外形寸法図 「外形寸法図(BGA)」シート参照。 「外形寸法図(BGA)」シート参照。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2871,287
2

2832,28
33

2460

49 E1Lのみ
(UM P48)

概要 1.2 特長

モータコント
ロールタイマ
（TSG2）
タイマオプショ
ン

TSG2、TAPA： 各1 ユニット内蔵
• 3 相モータ制御（U、V、W）を最大2 つまで制御可能なタイ
マユニット搭載

TSG2、TAPA： 各1 ユニット内蔵
• 3 相モータ制御（U、V、W）を最大1 つまで制御可能なタイマユニッ
ト搭載

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 48

50 259 CPUシステ
ム

表3.76 SEGCONT
レジスタの内容
(1/2)

ビット8

VCRE
IPG 違反アクセス検出および後続アクセス阻止通知注2

VCRE
IPG 違反アクセス検出および後続アクセス阻止通知(命令フェッチ時を
含む)注2

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

259 224 211
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51 260 CPUシステ
ム

表3.76 SEGCONT
レジスタの内容
(2/2)

ビット4

VCIE
・ P-Bus エラー応答通知（P-Bus ライトエラーを除く）
…
・ Code Flash エラー応答

VCIE
・ P-Bus エラー応答通知（P-Bus ライトエラーを除く）
…
・内蔵I/Oレジスタ(self) 領域内の未実装領域へのアクセス検出通知
・ Code Flash エラー応答

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

260 225 212

52 293 CPUシステ
ム

(3) MPBRGN —
MPU ベースリー
ジョン
＠PCU

ビット配置図
4→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－

　4～0　 MPBRGN

ビット配置図
3→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－

　3～0　 MPBRGN

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

No.12の節
タイトルを
修正。

293 258 245

53 293 CPUシステ
ム

(4) MPTRGN —
MPU 終端リー
ジョン
＠PCU

ビット配置図
4→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－

　4～0　 MPTRGN

ビット配置図
3→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－

　3～0　 MPTRGN

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

No.13の節
タイトルを
修正。

293 258 245

54 583 CSIH 13.5.10 CSIH の
割り込み要求

(3) INT_CSIHTIC
（通信ステータ
ス割り込み）

図13.25 ジョブ
モードでの
INT_CSIHTIC の
生成

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

583 547 531

55 584 CSIH 13.5.10 CSIH の
割り込み要求

(3) INT_CSIHTIC
（通信ステータ
ス割り込み）

表13.10 ジョブ
モードでの
INT_CSIHTIC の
生成

左記赤枠の内容を削除。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

584 548 532

56 858 RS-CAN 16.4.2.6 チャネ
ルモード

図16.5 チャネル
モードの状態遷
移図

「No.56_図16.5」シートを参照。 「No.56_図16.5」シートを参照。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

858 822 806

57 859 RS-CAN 16.4.2.7 チャネ
ルストップモー
ド

チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが
停止するので、消費電力が低減されます。CAN 関連レジスタの
読み出しは可能ですが、書き込みはしないでください。レジス
タ値は保持されます。

チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが停止す
るので、消費電力が低減されます。CAN 関連レジスタの 読み出しは可
能ですが、書き込みはしないでください（CSLPRビットへの書き込みを
除く）。レジスタ値は保持されます。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

859 823 807

58 898 RS-CAN 図16.36 RAM テ
ストの設定手順

RSCAN0GTSTCTRレジスタRTMEビット←1 ・RSCAN0GTSTCTRレジスタRTMEビット←1 注1

・図の下部に以下を追記。
注1. RAMテストに遷移する前に以下のことを行ってください。
・送信要求の取り消し
・各FIFO及び送信キューの無効
・受信バッファのフラグクリア

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

898 862 846

59 946 FlexRay 17.2.5.3
FLXA0FRT2C —
FlexRay タイマ2
設定レジスタ

17.2.5.3 FLXA0FRT2C — FlexRay タイマ2 設定レジスタ

アクセス8、16、32 ビット単位でリード／ ライト可能です。

17.2.5.3 FLXA0FRT2C — FlexRay タイマ2 設定レジスタ

絶対値タイマです。タイマ2は、タイマ0と同様の絶対値タイマ機能を
持っています。

アクセス8、16、32 ビット単位でリード／ ライト可能です。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

946 910 -

60 1178 FlexRay 17.3.16.3 デー
タ構造転送のス
ケジューリング

(1) 昇順のすべ
ての専用メッ
セージバッファ

・FLXA0FRNDATn (2箇所)
・FLXA0FRMBSCn

・FLXA0FRNDATn→ FLXA0FRNDATi (2箇所)
・FLXA0FRMBSCn→ FLXA0FRMBSCi

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1178 1142 -

61 1408 ATU-Ⅳ 21.4.2.8 TIOR2A
— タイマI/O コ
ントロールレジ
スタ2A
(1) NCKGA0 ～ 6
— ノイズキャン
セルクロックセ
レクトG A0 ～ 6

E1x-FCC1,E1M-S:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTGA0 ～ 6）のカウン
トソースクロックを選択します。

E1L:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 5（NCNTGA0 ～ 5）のカウン
トソースクロックを選択します。

E1x-FCC1,E1M-S:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTA0 ～ 6）のカウントソース
クロックを選択します。

E1L:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 5（NCNTA0 ～ 5）のカウントソース
クロックを選択します。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

No.29にE1L
の情報を追
加。

1408 1372 1062

62 1960 TSG2 図23.15 割り込
み発生例（1/2）
（HT-PWM モード
の例）

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

No.35に
INTTSG2nI[
5],[6],[9]
,[10]の修
正を追加。

1960 1924 1614

63 2021 TSG2 23.11.2.8 HT-
PWM モード時の
デッド・タイム
制御に関する注
意事項

(1) TSG2nDTC0,
TSG2nDTC1 の書
き換えについて

注意 3

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2021 1985 1675

64 2021 TSG2 23.11.2.8 HT-
PWM モード時の
デッド・タイム
制御に関する注
意事項

(1) TSG2nDTC0,
TSG2nDTC1 の書
き換えについて

注意 4

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2021 1985 1675

65 2134 ADCB 26.5.2 ADCBmDRn
— データレジス
タn

記載なし 備考の上に以下内容を追記。

注意
----------------------------------------------------
1. A/D変換値が格納されているADCBmDRi又はADCBmDRi＋1を、下記の
(ⅰ)～(ⅲ)のいずれかを実施してからA/D変換値が更新される前に読み
出した場合、意図しないパリティエラーが発生する可能性があります
ので、注意して使用してください。

　(ⅰ) ADCBmADCR2.ADDNTの設定値変更
  (ⅱ) 該当スキャングループのADCBmVCRn.CNVCLS[2:0]の設定値を

0H、1H、2H、3H、5Hのいずれかから4H、6Hのいずれかへの変更
　(ⅲ) 該当スキャングループのADCBmVCRn.CNVCLS[2:0]の設定値を

4H、6Hのいずれかから0H、1H、2H、3H、5Hのいずれかへの変更

2. ADCBmDRnの読み出しに関して、ADCBmDRi又はADCBmDRi＋1を16bit
リードした場合は、ADCBmDRiとADCBmDRi＋1が読み出しの対象となりま
す。

   ADCBmSFTCR.RDCLRE＝0の設定で、スキャングループ完了後に上記
1の(ⅰ)～(ⅲ)のいずれかを実施し、再びスキャングループを実行する
場合、ADCBmDRi＋1へA/D変換値が格納される前にADCBmDRiを16bitもし
くは32bitでリードすると、意図しないパリティエラーが発生する可能
性があります。
-------------------------------------

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2134 2098 1782

66 2568 フラッシュ
メモリ

表33.9 FRDCYCLD
レジスタの内容

記載なし 注意：本製品の1リードサイクルは、40MHzです。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2568 2532 2201

67 2610、2611 電気的特性 表37.2 電源名と
端子の関係

端子名  ｜～｜I/O｜入力電圧  ｜入力バッファ
 ｜～｜  ｜最大値(V)  ｜タイプ

TDO/LPDO/FLSCI3TX｜～｜O  ｜VCC＋0.3  ｜TTL2
____
DRDY/LPDCLKO　　 ｜～｜O  ｜VCC＋0.3  ｜TTL2

端子名  ｜～｜I/O｜入力電圧  ｜入力バッファ
 ｜～｜  ｜最大値(V)  ｜タイプ

TDO/LPDO/FLSCI3TX｜～｜O  ｜　－ 　｜－
____
DRDY/LPDCLKO　　 ｜～｜O  ｜　－ 　｜－

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2610、
2611

2571、
2572

2239

68 英文のみ修
正

電源回路

69 719 RS-CAN 表16.2 添字 たとえば、送受信FIFOバッファコンフィグレーション／制御レ
ジスタはRSCAN0CFCCk（k = 0 ～ 14）と記述します。

たとえば、送受信FIFOバッファコンフィグレーション／制御レジスタ
はRSCAN0CFCCk（k = 0 ～ 11）と記述します。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

719 683 667

INTTSG2nI1 割り込み

16ビット

カウンタ

16ビット

サブカウンタ

リロード実行

TSG2nCMP1
TSG2nDTC0

0000H

TSG2nCMP0 +TSG2nDTC0 +TSG2nDTC1
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70 822 RS-CAN 16.3.2.45
RSCAN0TMTRSTSy
— 送信バッファ
送信要求ステー
タスレジスタ (y
= 0、 1)

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

822 786 770

71 777 RS-CAN 16.3.2.15
RSCAN0GAFLP0j —
受信ルールポイ
ンタ0 レジスタ
（j = 0 ～ 15）

GAFLRMDP[6:0] ビット
GAFLRMV ビットを“1” にした場合に、フィルタを通過した受
信メッセージを格納する受信バッファの番号を選択します。
RSCAN0RMNB レジスタのNRXMB[7:0] ビットで設定した値より小
さい番号を設定してください。

GAFLRMDP[6:0] ビット
GAFLRMV ビットを“1” にした場合に、フィルタを通過した受信メッ
セージを格納する受信バッファの番号を選択します。RSCAN0RMNB レジ
スタのNRXMB[7:0] ビットで設定する値より小さい番号を設定してくだ
さい。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

777 741 725

72 859 RS-CAN 16.4.2.7 チャネ
ルストップモー
ド

チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが
停止するので、消費電力が低減されます。CAN 関連レジスタの
読み出しは可能ですが、書き込みはしないでください。
レジスタ値は保持されます。

チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが停止す
るので、消費電力が低減されます。チャネル関連レジスタの読み出し
は可能ですが、書き込みはしないでください。(CSLPR ビットへの書き
込みは除く)
レジスタ値は保持されます。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

859 823 807

73 E1Lのみ
(UM P1043)

ATU-Ⅳ 21.4.1 動作概要 ～タイマB へはTIA00 ～ 05 計6 本のイベント信号を出力（イ
ベント出力1B ～ 1H）し、～

～タイマB へはTIA00 ～ 05 計6 本のイベント信号を出力（イベント
出力1B ～ 1G）し、～

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1043

74 E1Lのみ
(UM P1044)

ATU-Ⅳ 図21.6
タイマA
ブロック図

イベント出力1B～1H イベント出力1B～1G

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1044

75 E1Lのみ
(UM P1083)

ATU-Ⅳ 21.5.1 動作概要
エッジ間計測ブ
ロック

エッジ間計測ブロックでは、イベントカウンタB1（TCNTB1）に
対して、タイマA 経由で入力される7 種の外部イベント入力1B
～ 1H 発生時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプ
チャします（ICRB30 ～ ICRB36）。外部イベント入力1B ～ 1H
発生では、イベントカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。

エッジ間計測ブロックでは、イベントカウンタB1（TCNTB1）に対し
て、タイマA 経由で入力される6 種の外部イベント入力1B ～ 1G 発生
時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプチャします
（ICRB30 ～ ICRB35）。外部イベント入力1B ～ 1H 発生では、イベン
トカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1083

76 E1Lのみ
(UM P1085)

ATU-Ⅳ 図21.15
タイマB
ブロック図

イベント入力1H ---→ ICRB36 イベント入力1G ---→ ICRB35
誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1085

77 E1Lのみ
(UM P1102)

ATU-Ⅳ 21.5.2.10
ICRB3x

インプットキャプチャレジスタB30 ～ 36（ICRB30 ～ 36）は8
ビットの読み出し専用レジスタです。エッジ間計測ブロックで
は、イベントカウンタB1（TCNTB1）に対して、タイマA 経由で
入力される7 種の外部イベント入力1B ～ 1H 発生時に、イベ
ントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプチャします（ICRB30
～ ICRB36）。外部イベント入力1B ～ 1H 発生では、イベント
カウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。

ICRB30 ～ 36 は8 ビット単位でのみ読み出しが可能です。
ICRB30 ～ 36 はリセット時に00H に初期化されます。

インプットキャプチャレジスタB30 ～ 36（ICRB30 ～ 36）は8 ビット
の読み出し専用レジスタです。エッジ間計測ブロックでは、イベント
カウンタB1（TCNTB1）に対して、タイマA 経由で入力される6 種の外
部イベント入力1B ～ 1G 発生時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の
値をキャプチャします（ICRB30 ～ ICRB35）。外部イベント入力1B ～
1G 発生では、イベントカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。

ICRB30 ～ 36 は8 ビット単位でのみ読み出しが可能です。
ICRB30 ～ 36 はリセット時に00H に初期化されます。

注.E1Lでは、イベント出力1H/イベント入力1HがないためICRB36は、使
用しません。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1102

78 E1Lのみ
(UM P1136)

ATU-Ⅳ 21.5.3.1
エッジ間計測機
能およびエッジ
入力停止検出機
能

ICRB30 ～ 36 は、外部イベント入力1B ～ 1H をトリガとして
TCNTB1 の値をキャプチャするレジスタです。ICRB30 は外部イ
ベント入力1B に対応し、同様にICRB31 ～ 36 は、それぞれ外
部イベント入力1C ～ 1H にそれぞれ対応します。

ICRB30 ～ 35 は、外部イベント入力1B ～ 1G をトリガとしてTCNTB1
の値をキャプチャするレジスタです。ICRB30 は外部イベント入力1B
に対応し、同様にICRB31 ～ 35 は、それぞれ外部イベント入力1C ～
1G にそれぞれ対応します。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1136

79 E1Lのみ
(UM P1137)

ATU-Ⅳ 図21.18
TCNTB1 カウント
動作と、ICRB3x
キャプチャ動作

イベント入力1H (5か所)

ICRB36

イベント入力1G (5か所)

ICRB35 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1137

80 E1Lのみ
(UM P1198)

ATU-Ⅳ 21.7.1 動作概要 また各チャネルにTODxyA（コンペアマッチ出力）とTODxyB（ワ
ンショットパルス出力）の2 本の出力端子を備えています
（出力端子はサブブロックD0 ～D8 が対応）。

また各チャネルにTODxyA（コンペアマッチ出力）とTODxyB（ワン
ショットパルス出力）の2 本の出力端子を備えています
（出力端子はサブブロックD0 ～D4 が対応）。 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

- - 1198

81 1552 ATU-Ⅳ 21.7.2.3
TIOR1Dx
(2) IOADxy[1:0]
— I/O コント
ロールA

～IOADxy で設定したコンペアマッチ出力値がTODxyA 端
子に出力されます（サブブロックD0 ～ D9 のみ）。

～IOADxy で設定したコンペアマッチ出力値がTODxyA 端
子に出力されます（サブブロックD0 ～ D8 のみ）。

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1552 1516 -

82 1447 ATU-Ⅳ 21.5.2.9 RBURBx レジスタイメージ

RBURB[0:6]　(2か所)

レジスタイメージ

RBURB0-6　(2か所) 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1447 1411 1101

83 1447 ATU-Ⅳ 表21.35 RBURB0-
6 レジスタの内
容

ビット名

RBURB[0:6]

ビット名

RBURB0-6 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1447 1411 1101

84 1448 ATU-Ⅳ 21.5.2.10
ICRB3x

レジスタイメージ

ICRB[30:36]

レジスタイメージ

ICRB30-36 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1448 1412 1102

85 1448 ATU-Ⅳ 表21.36 ICRB30-
36 レジスタの内
容

ビット名

ICRB[30:36]

ビット名

ICRB30-36 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

1448 1412 1102

86 2096 PIC 25.2.3.3
PIC2ADTEN5nj

ビット表記の箱
ビット31～16
R/W　　R～R

ビットの箱
ビット31～16
R/W　　R/W～R/W 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2096 2060 －

87 E1Lのみ
(UM P1748)

PIC 25.2.3.3
PIC2ADTEN5nj

ビット表記の箱
ビット23～16
R/W　　R～R

ビットの箱
ビット23～16
R/W　　R/W～R/W 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

－ － 1748

88 2114 PIC 25.2.3.12
PIC2DSADCATSEL0

表25.22 PIC2DSADCATSEL0 レジスタの内容 (1/2)
ビット4
DSADC 端子スタートトリガ出力制御レジスタ2j

表25.22 PIC2DSADCATSEL0 レジスタの内容 (1/2)
ビット4
DSADC スタートトリガ出力制御レジスタ2j 誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2114 2078 －

89 2338 セーフティ 29.2.3.2 レジス
タ一覧
(1) ECC モ
ジュール一覧
表29.16 モ
ジュール一覧

マスタ側　｜　チェッカ側 マスタ側注1　｜　チェッカ側注1

注1. BIST 対応としてマスタ側とチェッカ側の2 モジュールが存在し
ます。詳細は「29.7　BIST」を参照してください。 追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2338 2302 1986

90 2327 セーフティ 表29.5 CFAPCTL
レジスタの内容
ビット位置 2

アドレスパリティチェッカ（BankB）テストビット アドレスパリティチェッカ（BankB）テストビット
本製品では、本ビットは使用しません。

追加説明

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2327 2291 1975

91 2437 セーフティ 29.3 ロックス
テップ

なし 29.3.3 使用上の注意
リセット後の値が不定CPU内のレジスタを初期化せずにリードした場
合、ロックステップコンペアエラーが発生する可能性がありますの
で、必ず初期化（設定値は任意）して下さい。
またリセット後は、分岐命令と後方の命令の並列実行においても、不
定レジスタによるロックステップコンペアエラーが発生する可能性が
あります。先行する命令で分岐する場合でも後方の命令が参照するレ
ジスタを初期化するまでは下記方法を適用してください。
・下記に示す分岐命令の直後にNOP命令またはSYNCI命令またはRIE命令
を挿入してください。(C言語の場合、最適化され意図通りの処理とな
らない可能性がありますので、アセンブラで実施してください)
該当分岐命令： Bcond, JARL, JMP, JR

説明変更

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-
B0183C/J」(第
3版)及び「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2437 2401 2085
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92 2542 OCD 表32.2 端子構成

説明変更

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-
B0228A/J」及
び「TN-RH8-
B111C/J」にて
報告済。

2542 2506 -

93 2553 OCD 32.5.4.3 AUDR
機能に関しての
使用上の注意事
項

説明変更

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-
B0228A/J」及
び「TN-RH8-
B111C/J」にて
報告済。

2553 2517 -

94 英文のみ修
正

フラッシュ
メモリ

95 英文のみ修
正

フラッシュ
メモリ

96 英文のみ修
正

フラッシュ
メモリ

97 英文のみ修
正

電気的特性

98 英文のみ修
正

電気的特性

99 英文のみ修
正

電気的特性

100 2633 電気的特性 図37.12 CSIH タ
イミング（マス
タモード）

CSIHnCFGx* CSIHnCFGx

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B111C/J」
にて報告済。

2633 2594 2261

101 2873 付録_外形
寸法図

付録外形寸法図

誤記

TECHNICAL
UPDATE「TN-
RH8-B163A/J」
及び「TN-RH8-
B111C/J」にて
報告済。

2873 - 2461

102 786 RS-CAN 16.3.2.23
RSCAN0RFCCx —
受信FIFO バッ
ファコンフィグ
レーション／制
御レジスタ（x =
0 ～ 7）

RFE ビット
“1” にすると、受信FIFO バッファが使用できます。“0”
にすると、RSCAN0RFSTSx レジスタのRFEMP フラグが“1”
（バッファ空）になります。このビットはグローバル動作モー
ドまたはグローバルテストモードで書き換えてください。

RFE ビット
“1” にすると、受信FIFO バッファが使用できます。“0” にする
と、RSCAN0RFSTSx レジスタのRFEMP フラグが“1”（バッファ空）に
なります。このビットはグローバル動作モードまたはグローバルテス
トモードで書き換えてください。

このビットは、RSCANnRFCCx レジスタの他のすべてのビットを設定後
に、別の命令を使用して“1” にしてください。
グローバルリセットモード時、“0” になります。

追加説明

786 750 734

103 797 RS-CAN 16.3.2.30
RSCAN0CFCCk —
送受信FIFO バッ
ファコンフィグ
レーション／制
御レジスタ（k =
0 ～ 11）

CFE ビット
　：
このビットは、次に示すモードで書き換えてください。
・ 受信モード: グローバル動作モードまたはグローバルテス
トモード
・ 送信モードまたはゲートウェイモード: チャネル通信モー
ドまたはチャネル待機モード

CFE ビット
　：
このビットは、次に示すモードで書き換えてください。
・ 受信モード: グローバル動作モードまたはグローバルテストモード
・ 送信モードまたはゲートウェイモード: チャネル通信モードまたは
チャネル待機モード

このビットは、RSCANnCFCCk レジスタの他のすべてのビットを設定後
に、別の命令を使用して“1” にしてください。

追加説明

797 761 745

104 874 RS-CAN 16.4.6.6 RAM テ
スト

RAM テスト機能を使用すると、CAN 用RAM 全体にアクセスする
ことができます。
RAM テスト機能使用時、RAM は256 バイトごとのページに分け
られます。ページはRSCAN0GTSTCFG レジスタのRTMPS[6:0]
ビットで設定し、ページ内のデータはRSCAN0RPGACCr レジスタ
（r = 0 ～ 63）から読み出し／書き込みができます。有効な
総RAM サイズは、12160 バイト（2F80H）です。

RAM テスト機能を使用すると、CAN 用RAM 全体にアクセスすることが
できます。
RAM テスト機能使用時、RAM は256 バイトごとのページに分けられま
す。ページはRSCAN0GTSTCFG レジスタのRTMPS[6:0] ビットで設定し、
ページ内のデータは
RSCAN0RPGACCr レジスタ（r = 0 ～ 63）から読み出し／書き込みがで
きます。有効な総RAM サイズは、12160 バイト（2F80H）です。
最終ページ（RTMPS[6:0] = 2FH）の128 バイト以降のRAM にはアクセ
スしないでください。

追加説明

874 838 822

105 1518 ATU-Ⅳ 21.6.2.10
NCRCxy — ノイズ
キャンセルレジ
スタCxy

(3) レベル積算キャンセルモード
　：
NCRCx0 ～ Cx3 は8 ビット単位でのみ読み出し／書き込みが可
能です。
NCRCx0 ～ Cx3 はリセット時に0000H に初期化されます。

(3) レベル積算キャンセルモード
　：
NCRCx0 ～ Cx3 は16 ビット単位でのみ読み出し／書き込みが可能で
す。
NCRCx0 ～ Cx3 はリセット時に0000H に初期化されます。

誤記

1518 1482 1172

106 英文のみ修
正

APA

107 英文のみ修
正

DFE

以上
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				3		236		CPUシステム		（1） ICTAGL — 命令キャッシュタグLo アクセス		ビット位置｜ビット名｜機能｜R/W｜リセット後の値
9 ～ 6｜—｜（将来のための予約です。必ず0 を設定してください）｜R｜0 イチ メイ キノウ ゴ アタイ		ビット位置｜ビット名｜機能｜R/W｜リセット後の値
9 ～ 7｜—｜（将来のための予約です。必ず0 を設定してください）｜R｜0
6 ｜—｜（将来のための予約です。必ず0 を設定してください）｜R｜不定
 イチ メイ キノウ ゴ アタイ フテイ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				236		201		188

				4		239		CPUシステム		（7） ICERR — 命令キャッシュエラー
		ビット位置：31、ビット名：CISTWのリセット後の値
　0
 イチ メイ ゴ アタイ		ビット位置：31、ビット名：CISTWのリセット後の値
　不定
 イチ メイ ゴ アタイ フテイ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				239		204		191

				5		252		CPUシステム		表3.67 IPGECRUM レジスタの内容
VDビットの機能

 キノウ		該当する権限によるプログラムによる周辺装置保護違反を検出するとセット（1）されます。セットされている場合、新たに周辺装置保護違反を検出しても、本レジスタIPGECR 、および IPGADR レジスタ を更新せず保持します。
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「TN-HR8-B095A/J」及び「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				252		217		204

				6		266		CPUシステム		表3.80 RH850G3K コアの特長
		表の下に記載なし
 ヒョウ シタ キサイ		PCU未使用時は、HALT命令等を使用のうえ、PCUを停止してください。
 ミシヨウジ メイレイ トウ シヨウ テイシ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				266		231		218

				7		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		CPUシステム

				8		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		CPUシステム

				9		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		CPUシステム

				10		283		CPUシステム		(t) PID — プロセッサ識別子
＠PCU
表3.105 PID レジスタの内容
機能識別子
 キノウ シキベツシ		ビット23 ～ 11： 予約
ビット10：倍精度浮動小数点演算機能
ビット9：単精度浮動小数点演算機能
ビット8 ：メモリ保護機能（MPU）
		ビット23 ～ 9： 予約
ビット8 ：メモリ保護機能（MPU）
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				283		248		235

				11		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		CPUシステム

				12		293		CPUシステム		(d) MPBRGN — MPU ベースリージョン
＠PCU
		ビット配置図
4→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－
　　　　　　4～0　 MPBRGN
 ハイチズ イチ		ビット配置図
3→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－
　　　　　　3～0　 MPBRGN
 ハイチズ イチ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		節タイトルに誤記があったため、No.52にて修正。		293		258		245

				13		293		CPUシステム		(e) MPTRGN — MPU 終端リージョン
＠PCU
		ビット配置図
4→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－
　　　　　　4～0　 MPTRGN
 ハイチズ		ビット配置図
3→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－
　　　　　　3～0　 MPTRGN
 ハイチズ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		節タイトルに誤記があったため、No.53にて修正。		293		258		245

				14		308		アドレス空間		表4.1 アドレス空間		(0001 7000H ～ 0001 7FFFH)｜（FCU ファーム領域（FCUFAREA レジスタでMap を切り替え））注3
		(0001 7000H ～ 0001 7FFFH)｜（FCU ファームウェア格納領域（FCUFAREA レジスタでMap を切り替え））注3
 カクノウ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				308		273		260

				15		330		割り込み ワ コ		6.2.11 TIMER — タイマインタラプトマスクイネーブルレジスタ
		また、タイマD のサブブロック6 をA/D 変換器、DFE へのトリガ出力としてのみ使用する場合は、IME0 ビットを“1” に設定してください。
		また、タイマD のサブブロック4をDMAトリガ要因としてのみ使用する場合はIME2 ビットを、サブブロック6をA/D 変換器、DFE へのトリガ出力としてのみ使用する場合はIME0 ビットを、“1” に設定してください。
		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				330		295		-

				16		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		DMA

				17		483		電源電圧モニタ デンゲン デンアツ		表10.1 レジスタ仕様
		レジスタ名 　　　　｜…｜アクセスサイズ｜
CVM 検出フラグレジスタ　　　   ｜…｜32｜
CVM 検出フラグクリアレジスタ   ｜…｜32｜
CVM 制御レジスタ　　　　　　　 ｜…｜32｜
上限電圧設定レジスタ　　　　　 ｜…｜32｜
下限電圧設定レジスタ　　　　　 ｜…｜32｜
検出信号フィルタ制御レジスタ   ｜…｜32｜
		レジスタ名　　　　    ｜…｜アクセスサイズ｜アクセス保護｜
CVM 検出フラグレジスタ　　　 ｜…｜32｜　　　　　　 　　｜
CVM 検出フラグクリアレジスタ ｜…｜32｜　　　　　　 　　｜
CVM 制御レジスタ　　　　　　 ｜…｜32｜     PROT0PHCMD  ｜
上限電圧設定レジスタ　　 　　｜…｜32｜　　　　　　　　 ｜
下限電圧設定レジスタ　　　　 ｜…｜32｜　　　　　　　　 ｜
検出信号フィルタ制御レジスタ ｜…｜32｜　　　　　　　　 ｜
 ホゴ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				483		447		432

				18		493		クロックコントローラ		11.1 特長
		 リセット解除後の突入電流抑制のためソフトウェアによる段階的なクロックアップが可能。
レジスタ設定にてCPU クロックおよび周辺クロックの分周比を選択（1/4、1/2、1/1）。
		 リセット解除後の突入電流抑制のためソフトウェアによる段階的なクロックギアアップが可能。
レジスタ設定にてCPU クロックおよび周辺クロックの分周比を選択（1/4、1/2、1/1）し、クロックギアアップ。注1

注1. 本製品は、クロックギアアップシーケンスを実行後、周器0A/1Aの分周比が1/1（分周なし）の状態で使用してください。
 チュウ チュウ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				493		457		442

				19		494		クロックコントローラ		表11.1 クロック一覧		クロック周波数

注3　なし チュウ		クロック周波数　注3
　
注3. 本製品は、クロックギアアップシーケンスを実行後、周器0A/1Aの分周比が1/1（分周なし）の状態で使用してください。
 チュウ チュウ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				494		458		443

				20		510		クロックコントローラ		11.5.1 分周機能使用時の動作説明
		起動時の電流変動を抑えるため、下記手順にてクロック切り替えを行ってください（「図11.3　クロックギアアップシーケンスの例」を参照）。
		起動時の電流変動を抑えるため、下記手順にてクロック切り替えを行ってください。
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				510		474		459

				21		515		クロックコントローラ		表11.16 レジスタ仕様		＃アクセス保護の列なし

　　　　レジスタ名　　｜～｜アクセスサイズ｜
クロックコントロールレジスタ　　　｜～｜ 8｜
CKC フラグレジスタ　　　　　　　　｜～｜ 8｜　
クロック選択レジスタ           　 ｜～｜ 8｜
BRGA0 コンペアレジスタ      　　　｜～｜ 8｜
CKC プロテクトコマンドレジスタ　  ｜～｜ 8｜
CKC プロテクトステータスレジスタ  ｜～｜ 8｜
 ホゴ レツ		
　　　　レジスタ名　｜～｜アクセスサイズ｜アクセス保護　｜
クロックコントロールレジスタ　　｜～｜ 8｜   ACK0CKCPCMD｜
CKC フラグレジスタ　　　　　　　｜～｜ 8｜　　　　　　　｜
クロック選択レジスタ            ｜～｜ 8｜　　　　　　　｜
BRGA0 コンペアレジスタ      　　｜～｜ 8｜　　　　　　　｜
CKC プロテクトコマンドレジスタ　｜～｜ 8｜　　　 　 　　｜
CKC プロテクトステータスレジスタ｜～｜ 8｜　　　　　　　｜
 メイ ホゴ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				515		479		464

				22		694		RLIN2		15.3.3.15 RLN21nmLiDBRb ― LIN データバッファ b レジスタ
		 レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時、受信が中断される前までのデータは格納されます。
これらのレジスタは、FTS ビットが“1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）のときに読み出さないでください。
		 レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時は、エラーを検出したバイトまでのデータが格納されます。
これらのレジスタは、FTS ビットが“1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）のときに読み出さないでください。
		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				694		658		642

				23		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		RLIN2

				24		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		RS-CAN

				25		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		RS-CAN

				26		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		FlexRay

				27		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		FlexRay

				28		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		RHSB

				29		1408		ATU-Ⅳ		21.4.2.8 TIOR2A — タイマI/O コントロールレジスタ2A
(1) NCKGA0 ～ 6 — ノイズキャンセルクロックセレクトG A0 ～ 6
		ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTGA0 ～ 6）のカウントソースクロックを選択します。		ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTA0 ～ 6）のカウントソースクロックを選択します。		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		E1Lのch数が異なるため、No.61にて追記。		1408		1372		1062

				30		1416		ATU-Ⅳ		表21.23 TILRA レジスタの内容
		ビット位置 ｜　ビット名
　6 ～ 0 　｜　TIALx		ビット位置 ｜　ビット名
　6 ～ 0 　｜　TIAL0x		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1416		1380		1070

				31		1422,etc		ATU-Ⅳ		21.4.3 詳細動作説明
21.4.3.1 ノイズキャンセル動作
		～ 後続エッジキャンセルモードでは、ノイズキャンセルカウンタAx（NCRAx）は入力信号のレベル変化をトリガとしてカウント動作を開始します。また、カウント開始と同時に、入力信号のレベル変化をノイズキャンセル処理後の信号として出力します。～

		(3か所修正)
　　ノイズキャンセルカウンタAx（NCRAx）
→ ノイズキャンセルカウンタAx（NCNTAx）
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1422,
1423		1386,
1387		1076,
1077

				32		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		ATU-Ⅳ

				33		1641		ATU-Ⅳ		表21.117 TCR2Fx レジスタの内容
		ビット位置｜　ビット名
　7 ～ 5  ｜　EISELEFx		ビット位置｜　ビット名
　　　7   ｜　EISELEFx		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1641		1605		1295

				34		1689		ATU-Ⅳ		表21.141 TCRGx レジスタの内容
		ビット位置｜　ビット名
　　6、5  　｜　CKSELGx[2:0]		ビット位置｜　ビット名
　6 ～ 4 　｜　CKSELGx[2:0]		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1689		1653		1343

				35		1960		TSG2		図23.15 割り込み発生例（1/2）（HT-PWM モードの例）



						誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		修正内容に不足があったため、No.62にて追記。		1960		1924		1614

				36		2073		TAPA		24.2.1 レジスタの概要
		レジスタ名｜機能｜R/W｜
TAPAnACTS｜TAPAn 非同期制御スタートトリガレジスタ｜W
TAPAnACTT｜TAPAn 非同期制御ストップトリガレジスタ｜W
TAPAnOPHS｜TAPAn Hi-Z スタートトリガレジスタ｜W
TAPAnOPHT｜TAPAn Hi-Z ストップトリガレジスタ｜W
 メイ キノウ		レジスタ名｜機能｜R/W｜
TAPAnACTS｜TAPAn 非同期制御スタートトリガレジスタ｜R/W
TAPAnACTT｜TAPAn 非同期制御ストップトリガレジスタ｜R/W
TAPAnOPHS｜TAPAn Hi-Z スタートトリガレジスタ｜R/W
TAPAnOPHT｜TAPAn Hi-Z ストップトリガレジスタ｜R/W
 メイ キノウ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2073		2037		1727

				37		2109		PIC		表25.19 PIC2DSADTEN1n0 レジスタの内容

(E1Lの場合、表25.18) バアイ ヒョウ		ビット位置  ｜ ビット名
　　15　　　｜ PIC2DSADTEN1n115
　　14　　　｜ PIC2DSADTEN1n114
　　13　　　｜ PIC2DSADTEN1n113
　　12　　　｜ PIC2DSADTEN1n112
　　11　　　｜ PIC2DSADTEN1n111
　　10　　　｜ PIC2DSADTEN1n110
　　 9　　　｜ PIC2DSADTEN1n109
　　 8　　　｜ PIC2DSADTEN1n108
 メイ		ビット位置  ｜ ビット名
　　15　　　｜ PIC2DSADTEN1n015
　　14　　　｜ PIC2DSADTEN1n014
　　13　　　｜ PIC2DSADTEN1n013
　　12　　　｜ PIC2DSADTEN1n012
　　11　　　｜ PIC2DSADTEN1n011
　　10　　　｜ PIC2DSADTEN1n010
　　 9　　　｜ PIC2DSADTEN1n09
　　 8　　　｜ PIC2DSADTEN1n08
 メイ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2109		2073		1759

				38		2194		ADCB		表26.45 レジスタアドレス一覧
		備考　m = 0、1　n = 0 ～ 39


E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 0 ～ 35、m = 1 の場合：n = 0 ～ 31
 ビコウ バアイ		備考　m = 0、1　n = 00 ～ 39


E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 00 ～ 35、m = 1 の場合：n = 00 ～ 31
 ビコウ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2194		2158		1842

				39		2195		ADCB		26.10.4.1 FDRmn — 浮動小数点データレジスタmn
		備考
m = 0、1　n = 0 ～ 39

E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 0 ～ 35、m = 1 の場合：n = 0 ～ 31
		備考
m = 0、1　n = 00 ～ 39

E1Lの場合:
 m = 0 の場合：n = 00 ～ 35、m = 1 の場合：n = 00 ～ 31
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2195		2159		1843

				40		2339		セーフティ		表29.18 DFECCCTL レジスタの内容


		ビット位置　｜　ビット名
　　　15　  ｜ 　PROT[1:0]		ビット位置　｜　ビット名
　　15、14　｜ 　PROT[1:0]		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2339		2303		1987

				41		2351		セーフティ		表29.32 LRTDATBFn_PE1 レジスタの内容
		ビット位置｜ビット名
　24～16　｜LRTDATBF
　 8～ 0  ｜LRTDATBF
 メイ		ビット位置｜ビット名
　24～16　｜LRTDATBF(2n+1)
　 8～ 0  ｜LRTDATBF(2n)
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2351		2315		1999

				42		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		ECM

				43		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		ECM

				44		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		フラッシュメモリ

				45		2572		フラッシュメモリ		33.9.3.1 PRDNAMEn, n = 1 ～ 4 — 製品名格納レジスタ

表33.15 製品情報関連のレジスタ一覧
		Bit Name
PRDNAME[31:0]
		
PRDNAMEn[31:0]
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2572		2536		2205

				46		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		電気的特性

				47		2649		電気的特性		表37.37 ADC 変換器特性

(製品によって、表番号は異なります。)
 セイヒン ヒョウ バンゴウ コト		A/D 変換時間（fOP = 20MHz、40MHz）

		A/D 変換時間
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2649		2611		2276

				48		2871,etc		付録_外形寸法図
		付録外形寸法図		「外形寸法図(BGA)」シート参照。 サンショウ		「外形寸法図(BGA)」シート参照。 サンショウ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2871,2872		2832,2833		2460

				49		E1Lのみ
(UM P48)		概要 ガイヨウ		1.2 特長

モータコントロールタイマ（TSG2）
タイマオプション
（TAPA）
		TSG2、TAPA： 各1 ユニット内蔵
• 3 相モータ制御（U、V、W）を最大2 つまで制御可能なタイマユニット搭載
		TSG2、TAPA： 各1 ユニット内蔵
• 3 相モータ制御（U、V、W）を最大1 つまで制御可能なタイマユニット搭載
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		48

				50		259		CPUシステム		表3.76 SEGCONT レジスタの内容 (1/2)

ビット8
		VCRE
IPG 違反アクセス検出および後続アクセス阻止通知注2
		VCRE
IPG 違反アクセス検出および後続アクセス阻止通知(命令フェッチ時を含む)注2
		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				259		224		211

				51		260		CPUシステム		表3.76 SEGCONT レジスタの内容 (2/2)

ビット4
		VCIE
 P-Bus エラー応答通知（P-Bus ライトエラーを除く）
…
 Code Flash エラー応答
		VCIE
 P-Bus エラー応答通知（P-Bus ライトエラーを除く）
…
・内蔵I/Oレジスタ(self) 領域内の未実装領域へのアクセス検出通知
 Code Flash エラー応答
		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				260		225		212

				52		293		CPUシステム		(3) MPBRGN — MPU ベースリージョン
＠PCU
		ビット配置図
4→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－
　　　　　　4～0　 MPBRGN
 ハイチズ イチ		ビット配置図
3→0：MPBRGN

表3.118 MPBRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－
　　　　　　3～0　 MPBRGN
 ハイチズ イチ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		No.12の節タイトルを修正。 セツ シュウセイ		293		258		245

				53		293		CPUシステム		(4) MPTRGN — MPU 終端リージョン
＠PCU
		ビット配置図
4→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～5　－
　　　　　　4～0　 MPTRGN
 ハイチズ		ビット配置図
3→0：MPTRGN

表3.119 MPTRGN レジスタの内容
ビット位置：31～4　－
　　　　　　3～0　 MPTRGN
 ハイチズ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		No.13の節タイトルを修正。 セツ シュウセイ		293		258		245

				54		583		CSIH		13.5.10 CSIH の割り込み要求

(3) INT_CSIHTIC（通信ステータス割り込み）

図13.25 ジョブモードでのINT_CSIHTIC の生成
						誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				583		547		531

				55		584		CSIH		13.5.10 CSIH の割り込み要求

(3) INT_CSIHTIC（通信ステータス割り込み）

表13.10 ジョブモードでのINT_CSIHTIC の生成
				左記赤枠の内容を削除。
 サキ アカ ワク ナイヨウ サクジョ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				584		548		532

				56		858		RS-CAN		16.4.2.6 チャネルモード

図16.5 チャネルモードの状態遷移図
		「No.56_図16.5」シートを参照。
 サンショウ		「No.56_図16.5」シートを参照。
 サンショウ		追加説明
 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				858		822		806

				57		859		RS-CAN		16.4.2.7 チャネルストップモード
		チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが停止するので、消費電力が低減されます。CAN 関連レジスタの 読み出しは可能ですが、書き込みはしないでください。レジスタ値は保持されます。
		チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが停止するので、消費電力が低減されます。CAN 関連レジスタの 読み出しは可能ですが、書き込みはしないでください（CSLPRビットへの書き込みを除く）。レジスタ値は保持されます。
		追加説明
 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				859		823		807

				58		898		RS-CAN		図16.36 RAM テストの設定手順
		RSCAN0GTSTCTRレジスタRTMEビット←1

		・RSCAN0GTSTCTRレジスタRTMEビット←1 注1

・図の下部に以下を追記。
注1. RAMテストに遷移する前に以下のことを行ってください。
・送信要求の取り消し
・各FIFO及び送信キューの無効
・受信バッファのフラグクリア
 ズ シタ ブ イカ ツイキ ムコウ		追加説明
 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				898		862		846

				59		946		FlexRay		17.2.5.3 FLXA0FRT2C — FlexRay タイマ2 設定レジスタ
		17.2.5.3 FLXA0FRT2C — FlexRay タイマ2 設定レジスタ

アクセス8、16、32 ビット単位でリード／ ライト可能です。
		17.2.5.3 FLXA0FRT2C — FlexRay タイマ2 設定レジスタ

絶対値タイマです。タイマ2は、タイマ0と同様の絶対値タイマ機能を持っています。

アクセス8、16、32 ビット単位でリード／ ライト可能です。
 ゼッタイチ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				946		910		-

				60		1178		FlexRay		17.3.16.3 データ構造転送のスケジューリング

(1) 昇順のすべての専用メッセージバッファ
		・FLXA0FRNDATn (2箇所)
・FLXA0FRMBSCn
 カショ		・FLXA0FRNDATn→ FLXA0FRNDATi (2箇所)
・FLXA0FRMBSCn→ FLXA0FRMBSCi
 カショ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1178		1142		-

				61		1408		ATU-Ⅳ		21.4.2.8 TIOR2A — タイマI/O コントロールレジスタ2A
(1) NCKGA0 ～ 6 — ノイズキャンセルクロックセレクトG A0 ～ 6
		E1x-FCC1,E1M-S:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTGA0 ～ 6）のカウントソースクロックを選択します。

E1L:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 5（NCNTGA0 ～ 5）のカウントソースクロックを選択します。

		E1x-FCC1,E1M-S:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 6（NCNTA0 ～ 6）のカウントソースクロックを選択します。

E1L:
ノイズキャンセルカウンタA0 ～ 5（NCNTA0 ～ 5）のカウントソースクロックを選択します。


		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		No.29にE1Lの情報を追加。
 ジョウホウ ツイカ		1408		1372		1062

				62		1960		TSG2		図23.15 割り込み発生例（1/2）（HT-PWM モードの例）
						誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
		No.35にINTTSG2nI[5],[6],[9],[10]の修正を追加。
 シュウセイ ツイカ		1960		1924		1614

				63		2021		TSG2		23.11.2.8 HT-PWM モード時のデッド・タイム制御に関する注意事項

(1) TSG2nDTC0, TSG2nDTC1 の書き換えについて

注意 3


 チュウイ						誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2021		1985		1675

				64		2021		TSG2		23.11.2.8 HT-PWM モード時のデッド・タイム制御に関する注意事項

(1) TSG2nDTC0, TSG2nDTC1 の書き換えについて

注意 4


 チュウイ						誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2021		1985		1675

				65		2134		ADCB		26.5.2 ADCBmDRn — データレジスタn
		記載なし キサイ		備考の上に以下内容を追記。

注意
----------------------------------------------------
1.　A/D変換値が格納されているADCBmDRi又はADCBmDRi＋1を、下記の(ⅰ)～(ⅲ)のいずれかを実施してからA/D変換値が更新される前に読み出した場合、意図しないパリティエラーが発生する可能性がありますので、注意して使用してください。
  　(ⅰ) ADCBmADCR2.ADDNTの設定値変更
　  (ⅱ) 該当スキャングループのADCBmVCRn.CNVCLS[2:0]の設定値を0H、1H、2H、3H、5Hのいずれかから4H、6Hのいずれかへの変更
  　(ⅲ) 該当スキャングループのADCBmVCRn.CNVCLS[2:0]の設定値を4H、6Hのいずれかから0H、1H、2H、3H、5Hのいずれかへの変更

 2.　ADCBmDRnの読み出しに関して、ADCBmDRi又はADCBmDRi＋1を16bitリードした場合は、ADCBmDRiとADCBmDRi＋1が読み出しの対象となります。
     ADCBmSFTCR.RDCLRE＝0の設定で、スキャングループ完了後に上記1の(ⅰ)～(ⅲ)のいずれかを実施し、再びスキャングループを実行する場合、ADCBmDRi＋1へA/D変換値が格納される前にADCBmDRiを16bitもしくは32bitでリードすると、意図しないパリティエラーが発生する可能性があります。
-------------------------------------





 ビコウ ウエ イカ ナイヨウ ツイキ チュウイ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2134		2098		1782

				66		2568		フラッシュメモリ		表33.9 FRDCYCLD レジスタの内容
		記載なし
 キサイ		注意：本製品の1リードサイクルは、40MHzです。
 チュウイ ホンセイヒン		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2568		2532		2201

				67		2610、2611		電気的特性		表37.2 電源名と端子の関係		端子名           ｜～｜I/O｜入力電圧   ｜入力バッファ
　　　           ｜～｜   ｜最大値(V)  ｜タイプ
TDO/LPDO/FLSCI3TX｜～｜O  ｜VCC＋0.3   ｜TTL2
____
DRDY/LPDCLKO　　 ｜～｜O  ｜VCC＋0.3   ｜TTL2
 ニュウリョク		端子名           ｜～｜I/O｜入力電圧   ｜入力バッファ
　　　           ｜～｜   ｜最大値(V)  ｜タイプ
TDO/LPDO/FLSCI3TX｜～｜O  ｜　－   　　｜－
____
DRDY/LPDCLKO　　 ｜～｜O  ｜　－   　　｜－

 ニュウリョク		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2610、2611		2571、2572		2239

				68		英文のみ修正 エイブン シュウセイ		電源回路 デンゲン カイロ

				69		719		RS-CAN		表16.2 添字
		たとえば、送受信FIFOバッファコンフィグレーション／制御レジスタはRSCAN0CFCCk（k = 0 ～ 14）と記述します。
		たとえば、送受信FIFOバッファコンフィグレーション／制御レジスタはRSCAN0CFCCk（k = 0 ～ 11）と記述します。
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				719		683		667

				70		822		RS-CAN		16.3.2.45 RSCAN0TMTRSTSy — 送信バッファ送信要求ステータスレジスタ (y = 0、 1)

		








		








		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				822		786		770

				71		777		RS-CAN		16.3.2.15 RSCAN0GAFLP0j — 受信ルールポインタ0 レジスタ（j = 0 ～ 15）		GAFLRMDP[6:0] ビット
GAFLRMV ビットを“1” にした場合に、フィルタを通過した受信メッセージを格納する受信バッファの番号を選択します。RSCAN0RMNB レジスタのNRXMB[7:0] ビットで設定した値より小さい番号を設定してください。		GAFLRMDP[6:0] ビット
GAFLRMV ビットを“1” にした場合に、フィルタを通過した受信メッセージを格納する受信バッファの番号を選択します。RSCAN0RMNB レジスタのNRXMB[7:0] ビットで設定する値より小さい番号を設定してください。 チイ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				777		741		725

				72		859		RS-CAN		16.4.2.7 チャネルストップモード		チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが停止するので、消費電力が低減されます。CAN 関連レジスタの読み出しは可能ですが、書き込みはしないでください。
レジスタ値は保持されます。 チカラ		チャネルストップモードでは、チャネルへ供給するクロックが停止するので、消費電力が低減されます。チャネル関連レジスタの読み出しは可能ですが、書き込みはしないでください。(CSLPR ビットへの書き込みは除く)
レジスタ値は保持されます。 チカラ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				859		823		807

				73		E1Lのみ
(UM P1043)		ATU-Ⅳ		21.4.1 動作概要		～タイマB へはTIA00 ～ 05 計6 本のイベント信号を出力（イベント出力1B ～ 1H）し、～		～タイマB へはTIA00 ～ 05 計6 本のイベント信号を出力（イベント出力1B ～ 1G）し、～		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1043

				74		E1Lのみ
(UM P1044)		ATU-Ⅳ		図21.6 
タイマA 
ブロック図
		イベント出力1B～1H		イベント出力1B～1G		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1044

				75		E1Lのみ
(UM P1083)		ATU-Ⅳ		21.5.1 動作概要
エッジ間計測ブロック		エッジ間計測ブロックでは、イベントカウンタB1（TCNTB1）に対して、タイマA 経由で入力される7 種の外部イベント入力1B ～ 1H 発生時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプチャします（ICRB30 ～ ICRB36）。外部イベント入力1B ～ 1H 発生では、イベントカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。
		エッジ間計測ブロックでは、イベントカウンタB1（TCNTB1）に対して、タイマA 経由で入力される6 種の外部イベント入力1B ～ 1G 発生時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプチャします（ICRB30 ～ ICRB35）。外部イベント入力1B ～ 1H 発生では、イベントカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1083

				76		E1Lのみ
(UM P1085)		ATU-Ⅳ		図21.15 
タイマB 
ブロック図		
イベント入力1H ---→ ICRB36 ニュウリョク		
イベント入力1G ---→ ICRB35 ニュウリョク		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1085

				77		E1Lのみ
(UM P1102)		ATU-Ⅳ		21.5.2.10 ICRB3x		インプットキャプチャレジスタB30 ～ 36（ICRB30 ～ 36）は8 ビットの読み出し専用レジスタです。エッジ間計測ブロックでは、イベントカウンタB1（TCNTB1）に対して、タイマA 経由で入力される7 種の外部イベント入力1B ～ 1H 発生時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプチャします（ICRB30 ～ ICRB36）。外部イベント入力1B ～ 1H 発生では、イベントカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。

ICRB30 ～ 36 は8 ビット単位でのみ読み出しが可能です。
ICRB30 ～ 36 はリセット時に00H に初期化されます。
		インプットキャプチャレジスタB30 ～ 36（ICRB30 ～ 36）は8 ビットの読み出し専用レジスタです。エッジ間計測ブロックでは、イベントカウンタB1（TCNTB1）に対して、タイマA 経由で入力される6 種の外部イベント入力1B ～ 1G 発生時に、イベントカウンタB1（TCNTB1）の値をキャプチャします（ICRB30 ～ ICRB35）。外部イベント入力1B ～ 1G 発生では、イベントカウンタB1（TCNTB1）をクリアしません。

ICRB30 ～ 36 は8 ビット単位でのみ読み出しが可能です。
ICRB30 ～ 36 はリセット時に00H に初期化されます。

注.E1Lでは、イベント出力1H/イベント入力1HがないためICRB36は、使用しません。

		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1102

				78		E1Lのみ
(UM P1136)		ATU-Ⅳ		21.5.3.1 
エッジ間計測機能およびエッジ入力停止検出機能
		ICRB30 ～ 36 は、外部イベント入力1B ～ 1H をトリガとしてTCNTB1 の値をキャプチャするレジスタです。ICRB30 は外部イベント入力1B に対応し、同様にICRB31 ～ 36 は、それぞれ外部イベント入力1C ～ 1H にそれぞれ対応します。
		ICRB30 ～ 35 は、外部イベント入力1B ～ 1G をトリガとしてTCNTB1 の値をキャプチャするレジスタです。ICRB30 は外部イベント入力1B に対応し、同様にICRB31 ～ 35 は、それぞれ外部イベント入力1C ～ 1G にそれぞれ対応します。
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1136

				79		E1Lのみ
(UM P1137)		ATU-Ⅳ		図21.18 
TCNTB1 カウント動作と、ICRB3x キャプチャ動作
		イベント入力1H (5か所)

ICRB36 ニュウリョク ショ		イベント入力1G (5か所)

ICRB35 ニュウリョク ショ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1137

				80		E1Lのみ
(UM P1198)		ATU-Ⅳ		21.7.1 動作概要		また各チャネルにTODxyA（コンペアマッチ出力）とTODxyB（ワンショットパルス出力）の2 本の出力端子を備えています
（出力端子はサブブロックD0 ～D8 が対応）。
		また各チャネルにTODxyA（コンペアマッチ出力）とTODxyB（ワンショットパルス出力）の2 本の出力端子を備えています
（出力端子はサブブロックD0 ～D4 が対応）。
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				-		-		1198

				81		1552		ATU-Ⅳ		21.7.2.3 TIOR1Dx
(2) IOADxy[1:0] — I/O コントロールA
		～IOADxy で設定したコンペアマッチ出力値がTODxyA 端
子に出力されます（サブブロックD0 ～ D9 のみ）。		～IOADxy で設定したコンペアマッチ出力値がTODxyA 端
子に出力されます（サブブロックD0 ～ D8 のみ）。		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1552		1516		-

				82		1447		ATU-Ⅳ		21.5.2.9 RBURBx		レジスタイメージ

RBURB[0:6]　(2か所)

 ショ		レジスタイメージ

RBURB0-6　(2か所)

 ショ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1447		1411		1101

				83		1447		ATU-Ⅳ		表21.35 RBURB0-6 レジスタの内容
		ビット名

RBURB[0:6]

 メイ		ビット名

RBURB0-6

 メイ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1447		1411		1101

				84		1448		ATU-Ⅳ		21.5.2.10 ICRB3x
		レジスタイメージ

ICRB[30:36]
		レジスタイメージ

ICRB30-36
		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1448		1412		1102

				85		1448		ATU-Ⅳ		表21.36 ICRB30-36 レジスタの内容
		ビット名

ICRB[30:36]
 メイ		ビット名

ICRB30-36
 メイ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				1448		1412		1102

				86		2096		PIC		25.2.3.3 PIC2ADTEN5nj		ビット表記の箱
ビット31～16
R/W　　R～R
 ヒョウキ ハコ		ビットの箱
ビット31～16
R/W　　R/W～R/W ハコ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2096		2060		－

				87		E1Lのみ
(UM P1748)		PIC		25.2.3.3 PIC2ADTEN5nj		ビット表記の箱
ビット23～16
R/W　　R～R
 ヒョウキ ハコ		ビットの箱
ビット23～16
R/W　　R/W～R/W ハコ		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				－		－		1748

				88		2114		PIC		25.2.3.12 PIC2DSADCATSEL0		表25.22 PIC2DSADCATSEL0 レジスタの内容 (1/2)
ビット4
DSADC 端子スタートトリガ出力制御レジスタ2j
		表25.22 PIC2DSADCATSEL0 レジスタの内容 (1/2)
ビット4
DSADC スタートトリガ出力制御レジスタ2j		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2114		2078		－

				89		2338		セーフティ		29.2.3.2 レジスタ一覧
(1) ECC モジュール一覧
表29.16 モジュール一覧
		マスタ側　｜　チェッカ側		マスタ側注1　｜　チェッカ側注1

注1. BIST 対応としてマスタ側とチェッカ側の2 モジュールが存在します。詳細は「29.7　BIST」を参照してください。 チュウ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2338		2302		1986

				90		2327		セーフティ		表29.5 CFAPCTL レジスタの内容
ビット位置 2 イチ		アドレスパリティチェッカ（BankB）テストビット
		アドレスパリティチェッカ（BankB）テストビット
本製品では、本ビットは使用しません。 ホンセイヒン ホン シヨウ		追加説明 ツイカ セツメイ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2327		2291		1975

				91		2437		セーフティ		29.3 ロックステップ		なし		29.3.3 使用上の注意
リセット後の値が不定CPU内のレジスタを初期化せずにリードした場合、ロックステップコンペアエラーが発生する可能性がありますので、必ず初期化（設定値は任意）して下さい。
またリセット後は、分岐命令と後方の命令の並列実行においても、不定レジスタによるロックステップコンペアエラーが発生する可能性があります。先行する命令で分岐する場合でも後方の命令が参照するレジスタを初期化するまでは下記方法を適用してください。
・下記に示す分岐命令の直後にNOP命令またはSYNCI命令またはRIE命令を挿入してください。(C言語の場合、最適化され意図通りの処理とならない可能性がありますので、アセンブラで実施してください)
該当分岐命令： Bcond, JARL, JMP, JR		説明変更 セツメイ ヘンコウ		TECHNICAL
UPDATE「TN-RH8-B0183C/J」(第3版)及び「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2437		2401		2085

				92		2542		OCD		表32.2 端子構成						説明変更 セツメイ ヘンコウ		TECHNICAL
UPDATE「TN-RH8-B0228A/J」及び「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2542		2506		-

				93		2553		OCD		32.5.4.3 AUDR 機能に関しての使用上の注意事項						説明変更 セツメイ ヘンコウ		TECHNICAL
UPDATE「TN-RH8-B0228A/J」及び「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2553		2517		-

				94		英文のみ修正 エイブン シュウセイ		フラッシュメモリ

				95		英文のみ修正 エイブン シュウセイ		フラッシュメモリ

				96		英文のみ修正 エイブン シュウセイ		フラッシュメモリ

				97		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		電気的特性

				98		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		電気的特性

				99		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		電気的特性

				100		2633		電気的特性		図37.12 CSIH タイミング（マスタモード）		CSIHnCFGx*		CSIHnCFGx		誤記 ゴキ		TECHNICAL UPDATE「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2633		2594		2261

				101		2873		付録_外形寸法図		付録外形寸法図						誤記 ゴキ		TECHNICAL
UPDATE「TN-RH8-B163A/J」及び「TN-RH8-B111C/J」にて報告済。
				2873		-		2461

				102		786		RS-CAN		16.3.2.23 RSCAN0RFCCx — 受信FIFO バッファコンフィグレーション／制御レジスタ（x = 0 ～ 7）		RFE ビット
“1” にすると、受信FIFO バッファが使用できます。“0” にすると、RSCAN0RFSTSx レジスタのRFEMP フラグが“1”（バッファ空）になります。このビットはグローバル動作モードまたはグローバルテストモードで書き換えてください。		RFE ビット
“1” にすると、受信FIFO バッファが使用できます。“0” にすると、RSCAN0RFSTSx レジスタのRFEMP フラグが“1”（バッファ空）になります。このビットはグローバル動作モードまたはグローバルテストモードで書き換えてください。

このビットは、RSCANnRFCCx レジスタの他のすべてのビットを設定後に、別の命令を使用して“1” にしてください。
グローバルリセットモード時、“0” になります。
		追加説明 ツイカ セツメイ						786		750		734

				103		797		RS-CAN		16.3.2.30 RSCAN0CFCCk — 送受信FIFO バッファコンフィグレーション／制御レジスタ（k = 0 ～ 11）		CFE ビット
　：
このビットは、次に示すモードで書き換えてください。
 受信モード: グローバル動作モードまたはグローバルテストモード
 送信モードまたはゲートウェイモード: チャネル通信モードまたはチャネル待機モード		CFE ビット
　：
このビットは、次に示すモードで書き換えてください。
 受信モード: グローバル動作モードまたはグローバルテストモード
 送信モードまたはゲートウェイモード: チャネル通信モードまたはチャネル待機モード

このビットは、RSCANnCFCCk レジスタの他のすべてのビットを設定後に、別の命令を使用して“1” にしてください。
		追加説明 ツイカ セツメイ						797		761		745

				104		874		RS-CAN		16.4.6.6 RAM テスト		RAM テスト機能を使用すると、CAN 用RAM 全体にアクセスすることができます。
RAM テスト機能使用時、RAM は256 バイトごとのページに分けられます。ページはRSCAN0GTSTCFG レジスタのRTMPS[6:0] ビットで設定し、ページ内のデータはRSCAN0RPGACCr レジスタ（r = 0 ～ 63）から読み出し／書き込みができます。有効な総RAM サイズは、12160 バイト（2F80H）です。		RAM テスト機能を使用すると、CAN 用RAM 全体にアクセスすることができます。
RAM テスト機能使用時、RAM は256 バイトごとのページに分けられます。ページはRSCAN0GTSTCFG レジスタのRTMPS[6:0] ビットで設定し、ページ内のデータは
RSCAN0RPGACCr レジスタ（r = 0 ～ 63）から読み出し／書き込みができます。有効な総RAM サイズは、12160 バイト（2F80H）です。
最終ページ（RTMPS[6:0] = 2FH）の128 バイト以降のRAM にはアクセスしないでください。
		追加説明 ツイカ セツメイ						874		838		822

				105		1518		ATU-Ⅳ		21.6.2.10 NCRCxy — ノイズキャンセルレジスタCxy		(3) レベル積算キャンセルモード
　：
NCRCx0 ～ Cx3 は8 ビット単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。
NCRCx0 ～ Cx3 はリセット時に0000H に初期化されます。		(3) レベル積算キャンセルモード
　：
NCRCx0 ～ Cx3 は16 ビット単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。
NCRCx0 ～ Cx3 はリセット時に0000H に初期化されます。		誤記 ゴキ						1518		1482		1172

				106		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		APA

				107		英文のみ修正
 エイブン シュウセイ		DFE

				以上 イジョウ
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